
䣓
嵯
峨
宮
頼
り
䣔
は
嵯
峨
宮
を
通
じ
て
の

情
報
を
地
域
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
ま

す
䣎
バ
䣹
ク
ナ
ン
バ
䤀
は
首
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の

ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
か
ら
見
ら
れ
ま
す
䣎
神
社

境
内
の
掲
示
板
で
も
見
ら
れ
ま
す
䣎
御
相

談
は
世
話
人
会
迄
連
絡
下
さ
い
䣎 

       

        

     

   

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類

䥹
二
類
相
当
䥺
が
五
月
八
日
か

ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
じ
五
類
に
変
わ
䣬
た
䣎
経

済
の
落
ち
込
み
䣍
財
政
へ
の
負

担
を
減
ら
し
た
い
政
府
判
断

の
よ
う
だ
䣎
生
活
す
る
上
で
何

が
変
わ
る
か
拾
䣬
て
み
た
䣎 

ま
ず
感
染
者
へ
の
入
院
勧

告
や
濃
厚
接
触
者
へ
の
外
出

規
制
が
無
く
な
る
䣎
緊
急
事
態

宣
言
や
飲
食
店
営
業
時
間
短

縮
要
請
も
無
く
な
る
が
代
わ

り
に
休
業
補
償
も
無
く
な
る
䣎

勿
論
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
䤀
ツ

観
戦
の
人
数
制
限
も
無
く
な

る
䣎
た
だ
学
校
は
学
校
保
健
安

全
法
で
五
日
間
の
出
席
停
止

措
置
に
な
る
䣎
海
外
渡
航
も
入

国
時
の
検
査
や
隔
離
な
ど
の

水
際
対
策
が
無
く
な
る
䣎
マ
ス

ク
着
用
は
自
己
又
は
事
業
者

判
断
と
な
る
䣎
感
染
者
の
全
数

把
握
は
定
点
医
療
機
関
か
ら

の
報
告
に
よ
る
定
点
把
握
と

な
り
䣍
日
毎
発
表
の
死
亡
者
数

把
握
は
で
き
な
く
な
る
䣎 

医
療
で
は
こ
れ
ま
で
全
額

公
費
負
担
だ
䣬
た
検
査
費
や

治
療
費
が
通
常
の
医
療
と
同

じ
く
自
己
負
担
化
す
る
よ
う

に
な
る
䣎
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
今
年
度
中
は
公
費
で
負
担

す
る
と
し
て
い
る
䣎
感
染
の
疑

い
が
あ
り
医

療
機
関
を
受

診
す
る
と
き
䣍

こ
れ
迄
は
発

熱
外
来
な
ど

の
あ
る
病
院

し
か
受
け
入

れ
て
く
れ
な

か
䣬
た
䣎
今

後
は
原
則
ど

の
医
療
機
関

で
も
診
療
で

き
る
体
制
を

目
指
す
と
し

て
い
る
が
䣍
他
の
患
者
へ
の
感

染
を
考
え
れ
ば
時
間
や
場
所

な
ど
制
限
せ
ざ
る
を
得
ず
䣍
事

前
の
確
認
は
必
要
だ
ろ
う
䣎
分

類
が
変
わ
䣬
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
無
く
な
䣬
た
わ

け
で
も
弱
く
な
䣬
た
わ
け
で

も
な
い
䣎
高
齢
者
や
基
礎
疾
患

を

有

す

る

者
䣍
入
院
治

療

中

の

者

等

に

と

䣬

て

自

己

責

任

と

さ

れ

る

の

は

極

め
て
厳
し
い
対
応
で
あ
る
䣎 

 

 

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
に
唇
を

寄
せ
フ
䣹
と
吹
き
か
け
る
と

パ
䣹
と
散
䣬
て
舞
い
上
が
り
䣍

風
に
乗
䣬
て
空
遠
く
飛
ん
で

行
く
の
を
見
上
げ
る
少
女
䣍
綿

飴
の
様
な
丸
い
綿
毛
に
は
そ

ん
な
メ
ル
ヘ
ン
を
想
い
起
さ

せ
る
温
も
り
が
あ
る
䣎 

一
方
䣍
今
年
も
草
と
の
闘
い

が
始
ま
る
䣍
と
畑
一
面
の
綿
毛

を
見
つ
め
る
農
家
の
人
䣍
草
刈

り
の
手
間
と
経
費
を
考
え
仕

方
が
な
い
と
覚
悟
す
る
䣎 

桜
が
咲
く
頃
䣓
今
年
は
季
節

が
十
日
は
早
い
䣍
異
常
気
象

だ
䣔
と
思
䣬
た
䣎
昨
年
も
一
昨

年
も
異
常
気
象
だ
䣬
た
気
が

す
る
䣎
毎
年
異
常
気
象
だ
と
異

常
が
普
通
だ
と
思
䣬
て
し
ま

う
䣎
そ
う
い
え
ば
今
年
は
カ
メ

ム
シ
を
あ
ま
り
見
か
け
な
い

か
ら
豆
類
や
果
物
の
作
柄
は

好
い
か
も
知
れ
な
い
䣎
そ
の
う

ち
今
年
は
異
常
じ
䣭
な
い
か

ら
出
来
が
悪
い
䣍
な
ど
と
言
う

う
事
は
有
り
得
な
い
か
䣎 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

 
 

䣓
五
類
䣔
へ
移
行 

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛 



  
県
道
か
ら
嵯
峨
宮
へ
昇
る

階
段
の
右
側
に
高
さ
三
メ
䤀

ト
ル
近
い
石
碑
が
あ
る
䣎
明
治

の
人
䣍
山
同
藤
十
郎
の
功
績
を

褒
め
讃
え
る
文
を
彫
䣬
た
頌

徳
碑
だ
䣎
小
平
谷
ツ
田
の
山
同

善
兵
衛
の
三
男
に
生
ま
れ
䣍
明

治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行

で
誕
生
し
た
福
岡
村
初
代
村

長
と
な
り
䣍
後
に
県
会
議
員

(

副
議
長)

䣍
桐
生
織
物
同
業
組

合
長
䣍
大
間
々
銀
行
取
締
役
な

ど
を
歴
任
し
た
䣎 

始
め
生
糸
商
だ
䣬
た
が
織

物
で
利
益
を
増
や
そ
う
と
羽

二
重
の
製
造
を
始
め
䣍
小
平
・

浅
原
・
長
尾
根
等
に
賃
機
を
出

し
明
治
二
十
四
年
の
統
計
で

は
近
在
業
者
の
中
で
一
番
の

売
り
上
げ
を
誇
る
䣎(

下
表
参
照)

 
 

又
明
治
三
十
一
年
小
平
殖
産

協
会
を
設
立
䣍
荒
廃
し
た
共
有

原
野
三
四
〇
町
歩
を
有
利
に

経
営
し
䣍
そ
の
収
益
で
道
路
改

修
や
林
産
物
搬
出
を
容
易
に

し
よ
う
と
し
た
䣎
後
に
小
平
信

用
利
用
販
売
購
買
組
合(

俗
称

小
平
共
有)

と
な
り
䣍
平
成
十

六
年
か
ら
は
小
平
生
産
森
林

組
合
に
移
行
し
現
在
に
至
る
䣎

墓
は
山
同
一
家
の
墓
地
護
藤

寺(

ご
と
う
じ)

に
あ
る
䣎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

羽
二
重
䥹
は
ぶ
た
え
䥺
は
䣍
通

常
の
平
織
り
が
緯(

よ
こ)

糸

と
同
じ
太
さ
の
経(

た
て)

糸

一
本
で
織
る
の
に
対
し
䣍
羽

二
重
は
経
糸
を
細
い
二
本
に

し
て
織
る
た
め
䣍
や
わ
ら
か

く
軽
く
光
沢
の
あ
る
布
と
な

る
䣎 

織
機
の
筬(

お
さ)

の
一

羽
に
経
糸
を
二
本
通
す
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
あ
る
䣎
白
く

風
合
い
が
よ
い
こ
と
か
ら
䣍

和
服
の
裏
地
と
し
て
最
高
級
で
あ
り
䣍
礼

装
に
も
用
い
ら
れ
る
䣎 

大
間
々
銀
行
は
明
治
十
八
年
開
業
䣍
群
馬

県
最
初
の
私
立
普
通
銀
行
䣎
そ
の
後
䣍
群

馬
大
同
銀
行
䥹
後
に
群
馬
銀
行
と
改
称
䥺

と
合
併
し
同
行
大
間
々
支
店
と
な
る
䣎
移

転
後
建
物
は
大
間
々
町
歴
史
民
俗
館
䥹
愛

称
コ
ノ
ド
ン
ト
館
䥺
と
な
る
䣎 

桐
生
織
物
同
業
組
合
䥹
現
桐
生
織
物
協
同

組
合
䥺 

 
 

 
 

 
 

 

䥹
阿
直
䥺 

頌
徳
碑 

正
三
位
勲
一
等
男
爵
山
本
達
雄
閣
下
篆
額 

有
限
責
任
小
平
信
用
利
用
販
売
購
買
組
合
員
頃
者
相
謀
欲
建
一
同
君
頌
徳
碑
伝
其 

事
蹟
於
後
皆
請
余
文
按
状
君
通
稱
藤
十
郎
嘉
永
元
年
六
月
十
五
日
生
於
上
野
国
山
田 

郡
福
岡
村
大
字
小
平
資
性
温
厚
篤
実
夙
傾
心
公
益
爲
郷
人
所
推
重
明
治
二
十
二 

年
町
村
制
施
行
之
初
選
福
岡
村
長
在
任
九
年
教
育
勧
業
土
木
衛
生
等
之
施
設
皆
克 

適
宜
大
有
治
績
三
挙
県
会
議
員
爲
副
議
長
推
桐
生
織
物
同
業
組
合
組
長
大
間
々 

蚕
糸
市
場
及
大
間
々
銀
行
取
締
役
三
十
一
年
欲
防
止
小
平
居
住
者
共
有
地
各
箇
売 

買
而
確
保
其
権
利
於
永
遠
首
倡
興
小
平
殖
産
協
会
綱
領
略
日
宜
発
揮
自
助
自
治
之 

精
神
以
堅
国
家
之
基
礎
宜
重
徳
義
厚
倍
用
以
期
風
教
之
向
上
宜
振
興
産
業
養
成
勤 

倹
貯
蓄
之
美
風
以
図
民
財
之
殷
阜
宜
奨
励
教
育
以
努
人
智
之
開
発
宜
講
衛
生
之
道 

以
資
公
衆
之
健
全
推
菅
其
事
三
十
七
年
九
月
九
日
以
病
歿
年
五
十
七
男
英
三
郎
嗣 

後
襲
名
偕
会
員
継
遺
図
既
而
大
正
四
年
協
議
廃
協
会
更
拠
産
業
組
合
法
設
立
組
合 

献
土
地
一
部
於
邨
社
移
山
林
五
町
六
段
余
原
野
三
百
三
十
九
町
余
於
組
合
以
充
出 

資
蓋
産
業
組
合
之
設
立
即
爲
記
念
於 

皇
家
之
大
典
而
共
有
権
確
保
之
実
亦
挙
於 

永
遠
矣
宜
哉
有
頌
徳
碑
建
設
之
事
也
誌
以
應
請
云
爾 

 
 

 
 

大
正
十
一
年
九
月
十
九
日 

 
 

 
 
 

 
 

群
馬
県
知
事
従
四
位
勲
三
等 

大
芝
惣
吉
撰
書 

䥹
裏
面
䥺 

 

建
設
費
特
別
寄
附
金
壹
百
円
也 

小
平
山
分
割
地
小
夜
戸
村
共
有
権
者
一
同 

有
限
責
任
小
平
信
用
利
用
販
売
購
買
組
合
員
一
同 

建
之 

䥹
読
み
下
し
䥺 

 

頌
徳(

し
䣯
う
と
く)

碑 

正
三
位
勲
一
等
男
爵
山
本
達
雄
閣
下
篆
額(

て
ん
が
く)  

有
限
責
任
小
平
信
用
利
用
販
売
購
買
組
合
員
は
頃
者(

ち
か
ご
ろ)

相
謀
り
一
同
君
の
頌
徳
碑
を
建
て
ん 

と
欲
す
䣎
其
の
事
蹟
を
後
皆
に
伝
え
ん
と
余
に
文
を
請
う
䣎
状(

か
た
ち)

を
案
ず
る
に
君
は
通
稱
藤
十 

郎
䣍
嘉
永
元
年
六
月
十
五
日
上
野
国
山
田
郡
福
岡
村
大
字
小
平
に
於
い
て
生
ま
る
䣎
資
性
温 

厚
篤
実
䣍
夙(

つ
と)

に
心
を
公
益
の
為
傾
け
郷
人
の
推
重
す
る
所
た
り
䣎
明
治
二
十
二
年
町
村
制
施 

行
の
初
め
選
ば
れ
て
福
岡
村
長
と
し
て
在
任
九
年
䣍
教
育
勧
業
土
木
衛
生
等
の
施
設
皆
克(

よ)

く 

適
宜
䣍
大
い
に
治
績
有
り
三
た
び
県
会
議
員
に
挙
げ
ら
れ
副
議
長
と
為
る
䣎
又
推
さ
れ
て
桐 

生
織
物
同
業
組
合
組
長
䣍
大
間
々
蚕
糸
市
場
及
び
大
間
々
銀
行
取
締
役
た
り
三
十
一
年
小
平 

居
住
者
共
有
地
の
各
箇
売
買
を
防
止
せ
ん
と
欲
し
其
の
権
利
を
永
遠
に
確
保
せ
ん
と
首
倡
し 

小
平
殖
産
協
会
を
興
す
䣎
綱
領
略
日(

ほ
ぼ
ひ
び)

宜
し
く
自
助
自
治
の
精
神
を
発
揮
し
以
て
国
家
の
基
礎 

を
堅
め
䣍
宜
し
く
徳
義
を
重
ね
厚
く
倍(

ま
す
ま
す)

用
い
以
て
風
教
の
向
上
を
期
し
䣍
宜
し
く
産
業
を
振 

興
し
勤
倹
貯
蓄
の
美
風
を
養
成
し
以
て
民
財
の
殷
阜
を
図
り
䣍
宜
し
く
教
育
を
奨
励
し
以
て 

人
智
の
開
発
に
努
め
䣍
宜
し
く
衛
生
の
道
を
講
じ
以
て
公
衆
の
健
全
に
資
し
推
し
て
其
の
事 

を
菅(

つ
ら
ぬ)

く
䣎
三
十
七
年
九
月
九
日
病
を
以
て
歿
す
䣎
年
五
十
七 

男
英
三
郎
嗣
ぎ
て
後
に
襲
名
す
䣎
会
員
偕
に
遺
図
を
継
ぐ
䣎
既
に
し
て
大
正
四
年
協
議
し 

て
協
会
を
廃
し
更
に
産
業
組
合
法
に
拠
る
組
合
を
設
立
し
土
地
の
一
部
を
邨
社
に
献
じ
山
林 

五
町
六
段
余
原
野
三
百
三
十
九
町
余
を
組
合
に
移
し
以
て
出
資
に
充
つ
䣍
蓋
し
産
業
組
合
の 

設
立
は
即
ち
䣍
皇
家
の
大
典
を
紀
念
と
為
し
䣍
共
有
権
確
保
の
実
亦(

ま
た)

挙
に
於
い
て
永
遠
な
る 

矣(

か
な)

䣍
宜
し
き
哉
䣍
頌
徳
碑
建
設
の
事
有
る
也
䣎
誌
し
て
以
て
請(

も
と
め)

に
応(

こ
た)

え
る
云
爾(

か
く
の
ご
と
し) 

 
 

大
正
十
一
年
九
月
十
九
日 

 
 

 
 

 

群
馬
県
知
事
従
四
位
勲
三
等 
大
芝
惣
吉
撰
書 

 
 

 
 

 

䥹
大
間
々
町
誌 

別
巻
七 

P
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よ
り
䥺 

頌

徳 

碑(

し
䣯
う
と
く
ひ) 


